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１．当社紹介

株式会社エッチ・ケー・エス 会 社 名

本 社 所 在 地

設 立

資 本 金

代 表 者

従 業 員 数

主 な 事 業 内 容

主な国内子会社

主な海外子会社

静岡県富士宮市上井出２２６６番地   
１９７３年１０月３日  
８７８百万円  
代表取締役社長 水口 大輔 

３８３名（連結）
（外、平均臨時雇用者数 ３４名）   

自動車部品の製造、販売    

日生工業株式会社
株式会社ｴｯﾁ･ｹｰ･ｴｽ ﾃｸﾆｶﾙﾌｧｸﾄﾘｰ  

HKS USA, INC. 、HKS EUROPE LIMITED 、
HKS（THAILAND) Co., Ltd. 

上場証券取引所
東京証券取引所 スタンダード市場
（証券コード 7219）

艾驰楷时（上海）汽车科技有限公司（HKS上海）



１．当社紹介（事業の紹介）

アフターマーケット向けのチューニングのパイオ
ニア企業として、事業内容は多岐にわたります。
オリジナルマフラーやサスペンション、電子制御
部品やエンジンパーツの設計・開発・製造などを
はじめ、とりわけエンジン開発で培ったノウハウ
と実績が私たちの事業領域をさらに押し広げてい
ます。それは大排気量エンジン搭載の高級車モデ
ルのチューニングをねらうスーパーチャージャー
の開発であり、個性溢れる大人のチューニングを
視野に入れた取り組みです。エンジニアの発想で
常にいちばん新しいものを考え、カタチにする
エッチ・ケー・エス。クルマの進化を真摯に見つ
め、常に最高のドライビングパフォーマンスを引
き出し、お客様の喜びを極大化します。

自動車用アフターマーケットのチューニン
グで培われた技術を生かし、主要自動車
メーカー様などへの部品のOEM供給を
行っております。
マフラーの自動車メーカー様での純正採用。
電子制御部品の採用、スーパーチャー
ジャー・ターボチャージャーの純正採用な
ど、各分野でのアフターで培った技術が自
動車メーカー様をはじめ、自動車に限らず、
マリンジェット用のスーパーチャージャー
等にも採用されております。
HKSでは自社での研究、開発、自社生産設
備を有し、ISO9001認証取得済みの工場で
品質に基づいたモノづくりを行い、各種
メーカー様のニーズにお応えいたします。

主要なオートアフターマーケットパーツ

マフラー商材
（VIITS EXHAUST Fiat Abarth)

ターボ・冷却商材
（TRANSFER OIL COOLER KIT)

エンジン商材
（Complete Engine)

用品系商材
（Carbon Racing Suction)

電子系商材
（F-CONV Pro 5.0)

サスペンション商材
（HIPERMAX S C8コルベット)



１．当社紹介（事業の紹介）

基礎研究・開発分野

液浸冷却バッテリーパックの開発を、協業関係にある
台湾のXING Mobility社と進めています。

バッテリー事業分野

EV用 液浸冷却バッテリー

バッテリー事業分野

EVトラック向け 交換式バッテリーパック
商用車向け交換式バッテリーの基礎開発を進めながら、事業
の受託も行っています。EV化された商用車への充電は、車両
に搭載されたバッテリーに直接充電するのではなく、バッテ
リー交換ステーションにて充電済のバッテリーを用意し、ス
テーションにて、車両に搭載されたバッテリーを、短時間で
充電済のものと交換します。これにより、車両の待機時間を
短縮し、運行効率を高めます。

高効率エンジン事業分野

アドバンスド・ヘリテージ事業

「あなたの旧車に最新の技術、未来の技術を」
惜しまれつつ生産を終了した旧車をより魅力的に、
より安心して長くお使い頂くために、最新のクルマ
に投入されている技術だけではなく、これから発売
されるクルマに取り入れられるであろう、未来に
向けた最先端の技術を、旧車向けのチューニング
パーツに取り入れる取り組みをすすめております。

EVコンバージョン分野

e-HIACE“MultiEnergy”Concept
EVコンバージョンプロジェクトのコンセプト
車両。車両の駆動をモーターで電動化し、
エンジンはガスハイブリッド化したうえで、
発電機として使用します。当社は、この車両を
ベースに、EVコンバージョンキットの開発に
向けた基礎研究を進めています。

人とくるまのテクノロジー展 2025 YOKOHAMAにて、研究成果を発表
当社は『旧世代エンジンの高効率化による持続可能な社会への新アプローチ』として、主に
1990年代に製造されたエンジンを対象に、高圧縮比化、副室燃焼、高耐ノック性CN燃料対応と
いった、高効率化技術の開発を進めています。

①熱効率25.5%のベースエンジンで開発を進め、圧縮比を15.5に変更、
 現時点で最大熱効率40.6％を達成。（従来比+15.1ポイント向上）

②既販車エンジンの高効率化で、新車製造および廃棄に伴う資源消費やCO₂排出を含む
 ライフサイクル全体（LCA）での環境影響低減に貢献。

HKSの強みであるレトロフィット技術を活用、持続可能な社会の実現に向けた取り組みの
一手として位置づけています。



２．2025年８月期 連結決算概況  

当期における当社の概況

当社グループが主とするアフターマーケットをとりまく環境は、米国における関税政策を含む通商・経済政策の不透明さをはじめ、中国経済の
失速リスクや、各国の通商政策の変化にともなう貿易摩擦、コストプッシュインフレへの懸念等、その不確実性がますます高まっている。
特に米国における輸入関税問題は、現地セルアウト価格の上昇に伴う顧客需要の減退や、輸出関税の負担による当社の利益率の低下など、
その影響は大きく、米国通商政策に対する対応は当社の喫緊の課題である。

当社は当期において、引き続きブランド力の強化に努めるとともに、スポーツタイプ車両向け新商材の開発スピードをさらに高めて、市場投入の
タイミングを最適化するとともに、お客様とのつながりを深めて、顧客ニーズに即した新商材の企画・開発・販売を推進した。しかしながら、米国
市場におけるアフターパーツ需要の落ち込みや、製造受託事業における委託企業の需要減少の影響等を完全には補えず、売上高は前期を
下回る結果となった。

当社が優先的に
 対処すべき課題

当社が最優先で取り組むべき課題は、米国通商政策への対応である。当社は米国の販売代理店と密に協議を重ね、アイテムごとに細かな
価格改訂を行いながら、現地の需要に配慮しつつ、付加価値の高い商材を中心に販売価格を見直す方針である。また、新しい販売エリアの
拡充と、新しいカテゴリーへの進出により、新たな需要を掘り起こすための各種施策も進めていく。

また、関税対策の影響で米国向けの輸出量が減少する場合、内製品の生産量減少にともなう、工場稼働率の低下も問題となる。工場稼働率の
低下は売上原価率の上昇と利益率の低下につながるため、当社は、サスペンションやマフラー、エンジン部品、ターボ製品等、内製品を中心に
コスト戦略の強化と、さらなる競争力の強化をはかっていく。

なお、当社の基本路線でもある、新規ラインアップを含むスピーディな車種展開や、お客様とじかに触れ合う機会「ことづくり」を通じたお客様の
ニーズの先取りと深掘り、さらには「ことづくり」から、お客様の体験・体感に訴える「ものづくり」へとつなげていく取り組みにもますます注力する。
お客様の需要に即した新規商材の企画・開発・提案を通じて、当社商材への需要を喚起する取り組みを進めていく。

売上の状況

2025年度の連結売上高は8,976百万円（前期比0.3％減）となった。当社主力のアフターマーケット事業においては、国内販路における需要が
堅調に推移したことに加え、海外販路でも、当社が販売拠点を置く中国、タイ等で現地セルアウトが増えたこと等から、同事業における売上高は
国内・海外ともに前期を上回ったが、製造受託事業の一部で、委託企業の在庫調整等にともなう受注減の影響を受けたこと等から、売上高全体
では前期を下回る結果となった。

売上高を地域別、事業別で見ると、アフターマーケット事業の国内販路は前期比で4.3％の増加、海外販路でも前期比で2.7％の増加となったが
製造受託・開発受託事業は、前期比で15.2％の減少であった。これらの結果、国内全体の売上高は前期比90百万円の減少 （1.5％減）、海外の
売上高については、北米が87百万円の減少（7.6％減）、アジア圏が前期比101百万円の増加（7.4％増）、欧州が前期比10百万円の増加
（4.3％増）となった。

利益の状況

損益面では、円安の進行により、外貨建て売上高の円換算値での増加が売上総利益を押し上げた部分があったが、物価高による原材料や
消耗品等の仕入コストの増加に加え、賃上げの影響等もあり、売上総利益率は40.3％と、前期を0.3ポイント下回った。販売費及び一般管理費で
は、主として６月より徴収が本格化した米国向け関税の影響で、販売運送費が前期比で大きく増加したほか、昇給にともなう人件費の増加等が
あったが、減価償却費や広告宣伝費等の減少により、販売費及び一般管理費全体では前期比11百万円の減少となった。以上のことから、
営業利益は394百万円（前期比5.5％減）となった。

また、経常利益は457百万円（前期比4.1％減）となり、親会社株主に帰属する当期純利益は、特別利益にて製品補償引当金戻入益57百万円
等を計上したこと等から361百万円（前期比3.9％増）となった。



３． 連結決算の概要 （単位 : 百万円） ※百万円未満は切り捨て

2023年８月期 2024年８月期 2025年８月期

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 前期比

売上高 9,241 100.0% 9,004 100.0% 8,976 100.0% 99.7%

売上総利益 3,781 40.9% 3,651 40.6% 3,617 40.3% 99.1%

販売費及び一般管理費 3,144 34.0% 3,233 35.9% 3,222 35.9% 99.7%

営業利益 637 6.9% 418 4.6% 394 4.4% 94.5%

経常利益 725 7.9% 476 5.3% 457 5.1% 95.9%

親会社株主に帰属する
当期純利益 451 4.9% 347 3.9% 361 4.0% 103.9%

（単位：百万円）
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４．連結売上実績、および営業利益の推移 （単位 : 百万円） ※百万円未満は切り捨て  

四半期業績の推移 （単位：百万円） 地域別売上実績の推移 （単位：百万円）
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５．連結各利益の推移 （単位 : 百万円） ※百万円未満は切り捨て  
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６．対前期比 連結経常利益の増減要因 （単位 : 百万円） ※百万円未満は切り捨て  
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経常利益変動要因 影響額（百万） 備考

売上高の増加 ▲ 11
アフター事業では増収となったが、
製造受託事業における、委託先の
在庫調整の影響等があった

売上総利益率の変動 ▲ 23
原材料や消耗品等の、コスト高に
よる影響が、売上高の円安効果を
打ち消した

販売運送費の増減 ▲ 50
2025年６月より徴収が本格化した
米国輸入関税の負担が、コストを
押し上げた

その他販管費の増減 61
主な増減要因については
次頁を参照

為替差額 ▲ 7
前年度と当年度に計上した
為替差益の差額

その他営業外損益 12



７．主要な販管費科目の増減 （単位 : 百万円） ※百万円未満は切り捨て  

（単位：百万円）

2024/８期 2025/８期 増減額 主な要因

販売運送費 186 236 49 主に米国関税の影響による。

人件費 1,140 1,163 22 昇給等による人件費の増加。

広告宣伝費 230 181 ▲49 テーマの絞り方や、イベントの見せ方等の工夫
により、同一規模の展開で費用対効果を向上。

減価償却費 287 254 ▲32 既取得資産の償却の進行や、中国拠点で前年度
 に実施した、車両の即時償却影響の消滅による

その他 1,390 1,388 ▲2 －

合計 3,233 3,222 ▲11
販管費は、主に米国輸入関税の影響による、
 販売運送費の増加等を、広告宣伝費等の減少が
 打ち消し、合計では11百万円の減少となった。



８．連結貸借対照表の概要 （単位 : 百万円） ※百万円未満は切り捨て  

（単位：百万円）

資産 負債・純資産
2024/８期末 2025/８期末 備考 2024/８期末 2025/８期末 備考

現預金 2,122 2,002（＋）売掛債権の回収等（△）固定資産等取得による支出等 仕入債務 1,179 980買掛金＋78
未払金△297

売掛金 1,160 1,009 短期借入金 348 367

他流動資産 3,630 3,974棚卸資産＋282
有価証券の増加＋199 他流動負債 558 498製品補償引当金△58

有形固定資産 5,283 5,114建物及び構築物△105
建設仮勘定△24 長期借入金 410 168

無形固定資産 109 107 他固定負債 527 568退職給付引当金等の増

投資等 1,035 1,026 負債合計 3,022 2,582

繰延資産 - - 純資産合計 10,318 10,650未処分利益＋269
その他有価証券評価差額金＋65

資産合計 13,340 13,233 負債純資産合計 13,340 13,233



９．株価・配当性向・株主資本コスト等の推移

「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応に関するお知らせ」（2023年11月28日開示）
https://www.hks-global.com/ir/others_doc/others_2024_03.pdf

※１ 当社は、上記開示において、配当性向を、2023年８月期の25.1％と同等の水準で維持することを目標としております。
    IR活動の拡充におきましては、新聞社等のプレスリリースに積極的に取り組むとともに、株主優待制度の変更や、個人投資家向け
無料雑誌へのIR広告の寄稿等、おもに個人投資家の皆様へのアプローチをおこないました。
また、政策保有株式の縮減につきましても、主に金融機関や保険会社との間で、持合株式の売却に向けた協議を続けております。

2023年８月期 2024年８月期 2025年８月期
金額、指数等 金額、指数等 金額、指数等

一株当たり当期純利益（円） 318.78 245.77 255.45

一株当たり純資産額（円） 7,040.05 7,292.61 7,527.68

一株当たり配当金（円） 80.00 65.00 65.00

株価（円） 2,387 2,066 2,156

配当利回り（％） 3.4 3.1 3.0

配当性向（％） 25.1 26.4 ※1        25.4

ＰＢＲ（倍） 0.34 0.28 0.29

ＲＯＥ（％） 4.5 3.4 3.4

株主資本コスト（％） 5.7 6.3 6.4

https://www.hks-global.com/ir/others_doc/others_2024_03.pdf
https://www.hks-global.com/ir/others_doc/others_2024_03.pdf
https://www.hks-global.com/ir/others_doc/others_2024_03.pdf


10．2025年８月期のトピックス

TOPIX 「TOKYO AUTO SALON 2025」へ出展

・2025年1月、国内最大級の自動車に関わる展示会
「TOKYO AUTO SALON 2025」に出展しました。

・当社展示車両「THE HKS SKYLINE GT-R BNR34 
Dimension:Z」が「チューニングカー部門優秀賞」を
獲得しました。

TOPIX 「Nostalgic ２days」へ出展

・2025年2月、日本最大級のクラシックカーのモーター
ショー 「Nostalgic 2days」に出展しました。

・当社子会社である日生工業株式会社と共同で初めて
出展を行い、旧車のレストア技術と最新技術を
融合させたパーツを展示しました。



10．2025年８月期のトピックス

TOPIX 商材担当制の導入と新商品の発売

・商品開発部門との連携強化で、更に良い商品をお客様に
届けられるようにするため、新たに営業部門内に商材
担当を設けました。

・「F-CON V Pro Ver 5.0」や「カーボンブレース」、
「Hi-Power SPEC-L II THE BLUEST EDITION」などの
新商品を発売しました。

TOPIX 全日本ダートトライアル選手権への参戦

・2023年より、ダートコースのタイムトライアル競技
「全日本ダートトライアル選手権」にシリーズ参戦し、
３年連続でシリーズチャンピオンを獲得しました。

・開発、メカニックの人材育成と、自社製品への技術
フィードバックにつなげます。



10．2025年８月期のトピックス

TOPIX ＨＫＳファクトリーミーティングの開催

・2025年７月、当社製品をご愛顧いただいているユーザー
様をお迎えし、「ＨＫＳファクトリーミーティング」を
開催しました。

・実際に製品の組立工場を見学いただき、ユーザー様と直接
コミュニケーションを図ることで、ＨＫＳファンを増やす
取り組みとなります。

TOPIX 新東名SA 「NEOPASA清水」への車両展示

・2025年4月、新東名高速道路「NEOPASA清水」に
当社タイムアタックマシン「HKS Racing Performer
GR YARIS」を展示しました。

・子供たちやモータースポーツ初心者の方々に、モーター
スポーツの魅力や実車の迫力を身近に感じていただく
ことを目的として実施しました。



11．2026年８月期 経営目標 

①新たな評価制度で、自身を見つめてさらなる成長を
新たな評価制度を通じ、従業員が自身を見つめ、さらなる成長をめざすための施策を進めます。ＨＫＳフィロソフィー、ミッション、ビジョンおよびバリューを
全社に浸透させ、全社方針を共有、「皆で創る」を体現します。
また、従業員がお互いに学び合い、教え合う環境を形成し、皆で成長する文化を醸成してまいります。

②品質目標
品質目標においては、お客様の要求を製品開発に反映させるための各種手法を導入・実践していくことで、さらなる顧客品質の向上をはかるとともに、
お客様を不安にさせない、不満を作らないための取り組みを、より一層進めてまいります。

③グローバル市場・お客様・社員同士の理解を深めてスピード対応を
新規市場の開拓においては、新たなグローバル市場を模索し、新規販路の開拓を進めるとともに、サスペンションやマフラー、エンジン、過給制御部品等、
内製部品を中心にコスト戦略の強化をはかり、競争力を高めてまいります。

④HKSブランドを、さらなる高みへ
ブランド戦略においては、当社の工場を世界中の車好きの皆様にみていただき、Ｍａｄｅ ｉｎ Ｆｕｊｉｎｏｍｉｙａで、ＨＫＳファンを増やす取り組みを
進めてまいります。
マフラーはハイエンド展開とエントリーゾーンのすみ分けを明確化し、４ＷＤ車展開は国内外の仕向け地別にパッケージ商材を展開して認知度を高めて
まいります。また、子会社の日生工業株式会社と連携し、旧車部品への展開をさらに推し進めてまいります。新たなレースカテゴリーにも挑戦し、新たな
業界に対し、ＨＫＳブランドの認知をはかってまいります。
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